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総務常任委員会 

 

 平成２４年６月１４日午前９時００分から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎伴  吉晴     ○木澤 正男     小野  

中西 和夫      坂口  徹     辻  善次 

     嶋 田 議 長 

 

２．理事者出席者 

    町     長  小城 利重    副 町 長  池田  

   教  育  長  清水 建也    総 務 部 長  西本 喜一 

   総 務 課 長  黒﨑 益範    同 課 長 補 佐         谷口 智子 

   同 課 長 補 佐         安藤 晴康    企画財政課長   昭男 

   同 課 長 補 佐         真弓  啓    税 務 課 長  加藤 惠三 

   同 課 長 補 佐  本庄 徳光    会 計 管 理 者  野﨑 一也 

   会 計 室 長  山﨑 善之    監査委員書記  山﨑  篤 

   教委総務課長         西川  肇    生涯学習課長         佃田 眞規 

   同 課 長 補 佐         東浦 寿也    同  係  長         平田 政彦 

 

４．会議の書記 

    議会事務局長         藤原 伸宏    同  係  長         安藤 容子 

 

５．審査事項 

    別紙の通り 
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総務課長 

 

 

 

 

 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

開会（午前９時００分） 

署名委員 中西委員、坂口委員 

  

全委員出席されておりますので、ただ今より、総務常任委員会を開会

し、本日の会議を開きます。 

町長のご挨拶をお受けいたします。 小城町長。 

 

 （ 町長挨拶 ） 

 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私より指名いたします。 

署名委員に、中西委員、坂口委員のお二人を指名いたします。お二人

にはよろしくお願いいたします。 

本日の審査案件は、お手元に配付しておりますとおりでございます。 

初めに、本会議からの付託議案についてであります。 

（１）議案第２７号 （仮称）地域交流館整備工事請負契約の締結に

ついてを議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 黒﨑総務課長。 

 

それでは、付託議案（１）議案第２７号（仮称）地域交流館整備工事

請負契約の締結についてご説明を申しあげます。 

まず、議案書を朗読させていただきます。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

本議案につきましては、前回の当総務常任委員会でご説明させていた

だきました内容と同じであり、議案書の別紙であります（仮称）地域交

流館整備工事請負契約の締結についての朗読をもちまして、ご説明とさ

せていただきます。議案書２ページ目の別紙をご覧ください。 

 

（ 議案書朗読 ） 
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本工事につきましては、本年５月１５日に入札を实施し、落札業者と

請負契約を締結させていただきたいもので、予定価格が５，０００万円

を超えますことから、地方自治法第９６条第１項第５号の規定にもとづ

き、議会の議決を求めるものでございます。 

なお、落札業者と仮契約を締結させていただいておりますが、６月議

会においてご議決を賜りましたならば、本契約を締結させていただきた

いと考えておりますので、何卒温かいご理解を賜りまして、原案どおり

ご可決賜りますようよろしくお願い申しあげます。以上でございます。 

  

説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。 

 

 （ な  し ） 

 

これをもって質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案については、当委員会として原案どおり可決

することにご異議ございませんか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第２７号については、当委員会と

して満場一致で可決すべきものと決しました。 

次に、２．継続審査について、（１）斑鳩町における歴史的史跡等の

発掘調査、整備保存に関することについてを議題といたします。 

理事者の報告を求めます。 佃田生涯学習課長。 

 

斑鳩町における歴史的史跡等の発掘調査、整備保存に関することにつ

きまして報告させていただきます。 

まず、斑鳩町文化財活用センターの運営についてであります。 

お手元にお配りいたしております資料１－１によりまして、平成２３

年度の入館者数を報告いたします。資料の構成につきましては、通常開

館における入館者数と、企画展また特別展の開催期間における入館者数
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とに分けて表しております。 

表の一番上の１.通常開館では開館日数が１９５日、で入館者数は６，

４９９人で、次の２.春季企画展「太子にまつわるいわれ―斑鳩町内にあ

る聖徳太子の伝承展―」では開館日数が３０日で入館者数は１，１１２

人、３．の夏季企画展「古文書から見える江戸時代の法隆寺村 －安田

家文書展－」では開館日数が３０日で入館者数は９２５人、４．の秋季

特別展「第２回国宝藤ノ木古墳出土品里帰り展」では開館日数が２７日

で入館者数は２，４９３人、５．の冬季企画展「太子ゆかりの法輪寺の

謎にせまる－法輪寺出土品展－」では開館日数が３０日で入館者数は９

４１人、６の入館者総数では１１，９７０人で前年度より４８４人の増

となっております 

続きまして、資料１－２をご覧いただきたいと思います。冬季企画展

におけるアンケート調査の結果につきまして報告させていただきます。 

はじめに、一番上段の「回収総数」でありますが、冬季企画展の開催

期間中の入場者９４１人の内、２７１人の方よりご回答をいただいてお

ります。次に、設問についてでありますが、「１の当施設をどのように

してお知りになりましたか」との質問では、「⑦の藤ノ木古墳に来て」

との回答が２３．６％を占め、「２のご来館の目的を教えてください」

との質問では、「② 藤ノ木古墳を知りたくて」との回答が４０．２％

を占めており、やはりこれまでのように藤ノ木古墳への関心度や知名度

の高さが表れる結果となっております。 

次に、満足度調査といたしまして、「４の企画展の展示内容はいかが

でしたか」との質問では、①の「満足した」が６７.９％、②の「やや満

足」が２２.９％と全体の９０.８％の方から満足との回答をいただいて

おります。また、「５の年に数回このような展示会を行う計画をしてい

ますが、また来たいと思いますか」では「来たいと思うが」５８．７％

で、「内容によっては来たいと思うが」４０．２％でありました。 

これら以下につきましては、来館者の属性等を表しております。 

裏面にはご意見やご感想で多かったものを記載しておりますので、ま

たご確認いただけたらと思います。 

これらご意見につきましては、今後の当センターの運営、企画や展示
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などに生かしてまいりたいと考えております。 

次に、斑鳩町文化財活用センター運営委員会の開催状況についてであ

ります。この６月２５日（月）に開催する予定で、平成２３年度事業の

総括報告を行うとともに、平成２４年度の事業計画についての進捗状況

等の説明を行いたいと考えております。 

次に、こども考古学教室の開催であります。 

歴史と文化の豊かな斑鳩町における文化財への興味や関心を高めてい

ただくことを目的として、町内の４～６年生の小学生とその保護者を対

象に開催しておりますこども考古学教室につきましては、昨年も開催し

まして、参加者した児童からは、自分自身でつくった勾玉や鏡の出来映

えにとても満足した声が多く聞かれたこと、また募集人数を大幅に超え

ての参加者を得て好評でしたこども勾玉づくり教室とこども鏡づくり教

室を、小学生が参加しやすい夏休み期間中の８月に開催する予定で、現

在、事務を進めております。 

続きまして、史跡中宮寺跡の整備についてであります。 

前回の当委員会で報告いたしましたが、史跡中宮時跡整備検討委員会

においてのご意見もあり、住民の方の意見をお聞きし、その意見をもっ

て再度ご審議いただくことといたしましたが、去る６月１１日（月）に、

地元自治会長や学校代表者、また斑鳩町子ども会連絡協議会や斑鳩町身

体障害者福祉協会などの各種団体の代表者で組織する史跡中宮寺跡保存

整備基本設計策定住民会議を開催いたしました。この会議では、駐車場

の整備や金堂と基壇はできるだけそのままの形で残すこと、また雑草で

も生やしながら住民みんなで草刈するという場所も必要だ、ちょっとし

たボール投げができたりとか凧揚げができる場所といったようなご意見

をいただきました。第２回目として７月上旪に開催することとなりまし

て、この日の内容を各団体へ持ち帰っていただき、各団体での意見をと

りまとめていただいた上で、第２回目で再度ご意見を伺うこととなりま

した。 

以上、斑鳩町における歴史的史跡等の発掘調査、整備保存に関するこ

とにつきましての報告であります。 
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木澤委員 

 

 

報告が終わりましたので、質疑意見があればお受けいたします。ござ

いませんか。 辻委員。 

 

アンケートの意見の感想の一番裏に書いてある、いいことばっかり書

いてある、他にもっとこんなんしてほしいという意見がなかったんか、

ちょっとこう見ますと、尐数ですけど、不満とかやや不満、もう来たい

と思わない人が３名おられますけども、これは、全体でこれでいいのか

なと思いますけれども、他に何かもうちょっとこんなんしてほしい、ま

あ一番下には立派な施設だからもっと情報を知らしめたほうがいいとか、

乗り物の中にとか書いてますけども、なんかその他にもっとなんかこう、

こんなんしてほしいというような意見なかったかどうか、それだけ、１

点だけ。 

 

 清水教育長。 

 

 今、辻委員さんからご指摘ありましたように、この属性等々見ていた

だく中でも、今ご指摘ありましたように、もっと知らしめてほしいであ

りますとか、いったこともございます。で、その中でももう言えば、駐

車場をもうちょっとというご意見もあるわけでございますけど、それに

ついては、当町の方針として散策していただくルートのひとつというこ

とで考えておるということでご説明をしているような状況でございます。

もっと不満といいますか、属性の中でですね、１５歳以下あるいは２２

歳以下の割合が尐ないということで、もっと町内の小・中学生あるいは

郡内でも呼びかけはしておるんですけど、もうちょっと来ていただく工

夫をしていく必要があるのかというふうに考えております。 

 

 他にございませんか。 木澤委員。 

 

 こども考古学教室の申し込みが殺到して、定員をオーバーしたという

ことですけども、募集定員は何人で、申込みがどれぐらいあったのか、

そして開催日数についてとか、その辺についてちょっと教えていただけ
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教育長 

 

ますか。 

 

 今、ご質問のこども考古学教室につきましては、こども勾玉づくり教

室で、昨年度は１５組３０名募集いたしましたところ、２２組の４７名

の方に参加していただきました。それと、こども鏡づくり教室につきま

しては、１０組２０名募集いたしましたところ、１８組の３４名を参加

いただきました。これは各１日ずつ開催したところでございます。 

 

 これ、定員をオーバーして实施していただいていますけども、申し込

みをされて漏れてしまったという方はいらっしゃらないというふうに理

解していいんですか。 

 

 これだけのやはり小学生の希望がございましたんで、できるだけそれ

に添えるようにということで、全員の方対象にさせていただきました。 

 

 それは結構なことやと思いますんで、また今後とも、たくさん応募し

ていただいて、それに応えていけるような形で实施をしていっていただ

きますようにお願いいたします。 

あとそれとですね、中宮寺遺跡の整備の委員会のところで、草刈りを

住民でやっていくべきやとかいう、そういうご意見があったというふう

に、今、報告あったんですけど、それどういうことかもうちょっとおし

えてもらえますか。 

 

 緑地といいますか、そういう場所を確保するのに、雑草でも生やして、

皆で草を刈って、そこでくつろげるような場所というような感じで意見

を言っていただいたと思います。 

 

 清水教育長。 

 

 もっぺん言いますと、お金を使ってですね、そういった維持管理をし

ていくのではなくて、もっと住民の力を維持管理のほうに使って、もう
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委員長 

ちょっと経費を安くする工夫もすべきやないかという中で、住民のほう

もそういった維持管理は手伝うべきじゃないかといった、そういった趣

旨のご意見でございます。 

 

 ちょっと雑草を生やしてっていうところがよくわからなかったんで。

住民の皆さんが管理に協力してくれるということで理解したらいいです

ね。 

 

 他にございませんか。 

 議長からの発言を許可します。 嶋田議長。 

 

 史跡中宮寺跡の、史跡公園の関係なんですけどね。これは、文化庁の

指導による基本的なスタイルというのはあると思うんですわ。それと住

民の方から、種々ご意見・要望をお伺いするということの兼ね合いです

ね、住民の方からの意見を聞いて、結局文化庁の基本的なスタイルとは

相容れないから、もう排除していくというふうな形になってきても、こ

れいかん話なんで、そこら辺の兼ね合い、その会議に参加しておられる

方、そこら辺はどういうふうな感覚でおっしゃっているのか、それちょ

っとお伺いさせてもらいます。 

 

 住民の方につきましては、いろいろと思いがあります、その中でやっ

ぱり史跡公園となりますので、できるものとできないものがございます

ので、そこら辺は説明させていただいて、ご理解いただくように、これ

からも努めてまいりたいと思っております。 

 

説明はしながらやってくれてはるということでんな。 

はい、わかりました。他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

 これをもって、質疑を終結いたします。 
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継続審査案件については、報告を受け、一定の審査を行ったというこ

とで終わります。 

次に、３．各課報告事項について、（１）斑鳩町文化振興センター指

定管理者の報告について、理事者の報告を求めます。 

 

  

それでは、各課報告事項の（１）の斑鳩町文化振興センター指定管理

者の報告につきましてご説明をさせていただきます。 

恐れ入りますが、資料２をご覧いただけますでしょうか。 

はじめに、１ページ目の斑鳩町文化振興財団収支計算書前年度比較に

ついてでございます。 

この収支計算書は、平成２３年度の収入、支出の明細表となっており、

各事業活動別に前年度と比較して、各科目の執行状況の増減を示してい

るものでございます。 

はじめに、Ⅰの事業活動収支の部でございますが、平成２３年度の１

の事業活動収入では、すべての科目で減額となったことから、事業活動

収入計は、前年度と比較して、７４４万５，５５６円の減の１億３，７

８０万５，６５８円となっております。 

その内訳につきましては、（２）の事業収入の自主事業収入で、自主

事業数の４事業の減尐等により、４６４万７，８７０円の減、（３）の

受託事業収入の使用料収入で、研修室などの利用の落ち込みにより、７

７万７，２３５円の減、（４）の補助金等収入で、自主事業数の減尐に

より、１１２万７，８３３万円の減となっております。 

一方、平成２３年度の２の事業活動支出は、（１）の事業費支出の③

友の会運営費支出、④施設管理運営費支出は若干増額となったものの、

他の科目で減額となったことから、事業活動支出計は、前年度と比較し

て、７４４万５，５５６円の減の１億３，７８０万５，６５８円となっ

ております。 

その主な内訳につきましては、（１）の事業費支出の①自主事業費支

出で、自主事業数の４事業の減尐等により、５６２万５，３１３円の減

となっております。また、（２）の管理費支出の①総務管理費支出では、
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自主事業費支出への職員人件費の配賦等により、１７６万１，３７６円

の減となっております。 

この結果、平成２３年度では、事業活動収入と事業活動支出が同額と

なり、事業活動収支差額は０円となっております。 

次に、Ⅲの財務活動収支の部では、その他収入及びその他支出で、収

支同額の３万２，３６０円となっております。法人会計において、上半

期に不足した現金を一時的に公益目的事業会計より借入、返済したもの

でございます。 

なお、Ⅱの投資活動収支の部、Ⅳの予備費支出につきましては、平成

２３年度においても、収入、支出ともなく、収支はございませんでした。 

また、Ⅰの事業活動収支の部の１の事業活動収入のうち、町が文化振

興財団に支払っておりますものは、（３）の受託事業収入で、施設管理

受託事業収入９，６５９万７，６２３円と、その２つ下の受託事業収入

２７万８，９０７円となっております。 

また、町からの文化振興財団への補助金は、（４）の補助金等収入で

１５１万３，３３１円となっております。 

続きまして、いかるがホール施設管理運営費の内容についてでござい

ます。裏面の２ページをご覧いただけますでしょうか。 

本表は、いかるがホール施設管理運営費の経費の内訳を表したもので

ございます。平成２３年度のいかるがホール施設管理運営費は、一番下

の行でございますが、前年度とほぼ同額の９，９７８万５，８７６円と

なっております。 

その主な内訳につきましては、人件費が２，４６５万６，３９５円、

光熱水費が１，４５９万１，２９３円、委託料が４，２１３万２，０５

２円、事務費が１，２７５万１，３７０円、修繕費が３７４万７，９１

６円等となっております。また、これらの費用を前年度と比較しますと、

人件費が定期昇給などにより、４７万９，１９５円の増、光熱水費が４

４万９，７３４円の減、委託料が、平成２２年度に实施した新公益法人

会計基準への対応に係るシステム変更料などの減により、１２７万８，

０６０円の減、事務費が舞台消耗品の購入、空調用重油の単価高騰等に

よる燃料費の増等により、１３４万５，９３８円の増などとなっており
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木澤委員 

 

企画財政

課長 

ます。 

続きまして、文化振興財団の自主事業等の収支内容についてでござい

ます。３ページをご覧いただけますでしょうか。 

まず、自主事業比較表についてでございますが、この比較表は、文化

振興財団が实施した自主事業の収支差額に着目した分析表となっている

ところでございます。右端の平成２３年度の合計のところをご覧いただ

けますでしょうか。平成２３年度は、事業収入が１，４０７万円で、事

業支出が１４０６万円となっております。 

次に、いかるがホール友の会会員数の推移についてでございます。 

右端の平成２３年度のところをご覧いただけますでしょうか。平成２

３年度では、会員数は、一般会員が４５６人、学生会員が１３人、法人

会員口数が７４口で、総数５４３人となっております。 

以上、斑鳩町文化振興センター指定管理者の報告につきましてのご報

告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、意見があればお受けいたします。 

木澤委員。 

 

 １点目、１ページの事業活動収支の（３）のところで、研修室の利用

が減になっているという報告があったんですけども、その原因的なもの

というのはどういうふうに考えたらよろしいんですか。 

 

 研修室の減なんですけれども、これにつきましては、東日本大震災の

影響や、奈良県南部で起こりました台風の影響等により、企業等の研修

の利用が尐なくなったというふうに聞いているところでございます。そ

のために減額となったという要因でございます。 

 

 その企業さんの利用数の比較って、今ちょっと。 

 

 特定の企業さんの利用っていうのは、比較の資料のほうは持っていま

せんけども、そういった関係の減になったということでお聞きしている
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ところでございます。 

   

わかりました。あと２ページ目の委託料のところで、公益法人化され

て、システムの変更料ですね、これが減になったという報告をいただい

たんですけども、これはどういうふうに理解したらいいんですか。 

 

文化振興財団におきましては、いわゆる新法に基づきます公益財団法

人の移行を進めてまいりました。その中におきまして、いわゆる財務会

計の方のシステムなんでございますが、それにつきまして、前年度に対

応する必要があったことから、そのシステム改修を平成２２年度に行っ

たところでございます。その影響で、平成２３年度につきましてはその

システム改修が終ったことなんで、その費用の分が減となった要因とな

っております。以上です。 

 

他にございませんか。 小野委員。 

 

同じく２ページのね、事務費、これも舞台消耗品で１００何万増えた

ということで、消耗品ということで、そういう説明があったと思うんや

けど、聞き損なってたらごめんなさい。それ増になっているもうちょっ

と具体的なこと、どない聞いているのか、ちょっと。 

 

事務費の増につきましては、先ほどの説明の中でも申しあげましたと

おり、舞台消耗品、いわゆる平台といわれるものなんですけれども、本

年７月７日にニューヨークシンフォニックアンサンブルという催しを開

催させていただきます。その時におきまして、合唱団とのいわゆるアン

サンブルといいますか、共演がございます。そのための舞台、いわゆる

平舞台ですね、大きな舞台じゃなくて、前へせり出していくような平舞

台のほうを購入させていただきましたんで、そういった関係で２３年度

については増額となっていると、いうふうに聞いているところでござい

ます、以上です。 
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そういう舞台装置は、使用者というか、利用者の会館使用料の中に組

み入れていけるものなんですか、どうなんですか。 

 

この舞台装置につきましては、いわゆる催し物によって、使う、使わ

ないというのがございますんで、舞台装置の中では使用料としてはいた

だいておるところではございません。ただ、営業的な活動を行われる場

合につきましては、そういった備品の使用等に関する使用料というとこ

ろもございますんで、その辺については検討されるように聞いていると

ころでございます。 

 

ということは、カラオケの発表会なんかでもね、舞台装置については

有料だということで漏れ聞いておるんやけどね。今のその、今年度って

いうんですか、そういう平台っていうんかな、それらを購入されても、

いくらか利用料で返ってくると、そのように考えてもよろしいんですね。 

 

今回購入いたしましたのは、斑鳩町と文化振興財団が共に主催いたし

ますニューヨークアンサンブルのために購入したものでございますが、

今後そういったもので、他の利用者の方がご利用いただける場合につき

ましても、使用料という形で収入のほう、していきたいというふうに考

えているところでございます。 

 

もう１点なんですがね。光熱水費、これ４４万９千円、４５万ほど減

額というんですか、まあ節約したんだということなのか、またいろんな

何か原因があるのかね、光熱水費ですから、普通こういう施設では同じ

ような額かなと思っていたんですが、４５万ほど節約していただいたと

いうことで、何か原因はありますか。 

 

昨今の節電等により、節約はしているんですけども、主な要因といた

しましては、大ホールの部分で女子トイレなんですけども、漏水箇所が

見つかりました。その漏水箇所の修理をすることによって、水道使用料

のほうが減となったという部分が大きなものと聞いているところでござ
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います。 

 

大きいんやろな、その漏水がね。まあまあ結構ですわ。またそういう

ことの無駄がないように日ごろから点検もしてもらいたいなと、そのよ

うに思います。以上です。 

 

今の光熱水費ですねんけど、これ確か私も一般質問させていただいた

ことがあると思いますねんけども。昨年の夏場の取り組みとして、何か

やられたということも、確かちょっと答弁いただいたと思うんですが、

そのあたりどうでしたかな。  

 

節電に関する取り組みなんですけども、昨年、関西電力におきまして

は、１５％の節電を要請されたところでございます。そういったことか

ら、館内の室温、２８度設定、これの厳守、そして利用者の方の安全を

第一に、必要となる部分以外の照明の間引き、そして節電等に取り組ん

だところでございます。 

 

それでしたら、結局まあ、利用者から、図書館やったらちょっと暑い

とか、まあ言うたら暗いとか、そういうような意見なんかは出なかった

んですかね。  

 

一部私のほうも聞いておりますけども、利用者の方からちょっと暑い

んじゃないかというご意見はいただいたところでございますけれども、

ホール職員が、こうこうこういう理由で今のところ節電のほうやってお

りますので、ご理解願えますかということと、私のほう直接お会いさせ

ていただいて、その方にご説明をさせていただいて、ご納得・ご理解を

していただいたところでございます。 

 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 
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これをもって、質疑を終結いたします。 

次に、（２）町政モニターアンケート調査の報告について、理事者の

報告を求めます。  

 

それでは、（２）の町政モニターアンケート調査の報告につきまして、

ご報告を申しあげます。恐れ入りますが、資料３をご覧いただけますで

しょうか。 

町政モニター制度は、町が行う行政サービスについて、住民の満足度

や住民ニーズを把握し、住民参加のまちづくりに役立てるため、町政モ

ニターを設置し、町が作成するアンケート調査に回答を求めるとともに、

随時自発的なご意見を求める制度となっているところでございます。 

町政モニターは、定数は１００人以内とし、任期は２年、今回の任期

なんですけども、平成２３年度から２４年度となっております。町内に

居住される満２０歳以上の方で、町政及び、社会一般の問題について関

心を持ち、町政に対して常に建設的な意見を有し、積極的にご協力をい

ただける方になっていただいているところでございます。 

平成２３年度のアンケート調査は、平成２３年度から２４年度の町政

モニターの方７７名のうち６７名、回収率は８７％からご回答いただい

た調査票を集計したものとなっております。 

アンケートの内容は、窓口サービスについて、町内公共施設での証明

書の交付について、健康づくりについて、ごみを燃やさない、埋め立て

ないまち＝ゼロ・ウェストの取組みについて、農業・商業と連携した観

光のまちづくりについて、歴史的な町並みの保全と活用について、行政

出前講座について、上水道について、そして、公共下水道についての９

項目と自由意見についてとなっているところでございます。 

このアンケート調査の集計結果につきましては、９項目のアンケート

結果と町政モニターの方から自由意見についての各担当課からの回答を

取りまとめたものとなっており、町政モニターの方にはすでに郵送させ

ていただいているところでございます。 

以上で、平成２３年度町政モニターアンケート結果の報告につきまし
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てのご説明とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があればお受けいたします。 

小野委員。 

 

今ぱらっと一番後ろ見たんやけどね。下水道についての一番下の問で、

接続率という、これ間違っているから。こんな誤字あったらね格好悪い。

それだけで、ぱっと後ろ見たらあるので、内容については全然まだ見て

ないからわからんけどね。まあこんな誤字ないように。接続率やろ、こ

んな言葉あらへんな。わかる、言うてる場所が。誰や、これまとめてん

の誰や。 

 

大変申し訳ございませんでした。問のところの接続率が低いというこ

とになっておりますので、以後気をつけまして、十分対応してまいりた

いと考えております。すいませんでした。 

 

いや、これはもう発表してんの。 

 

すでに町政モニターの方には、３月末をもって発送しているところで

ございます。 

 

まあ、ええわ。任しとくわ、こんなもんな。それをする前にきちっと、

誤字なんてな、一番格好悪い話や。そやから意味がわかる誤字やったら

いいけど、これ何でやろなと。これ下読んでいったらわかるけど。未接

続というのがあるんやけど。こういうのをきちっとやっぱりな、字で残

すものやから、何回も何人もいろんな目で見やんだら、同じ人が何回チ

ェックしても一緒やからね。それらはやってもらいたいなと、そういう

ことを要望しておきます。お願いします。どっかね、なんか「恥や」と

いうことも、これはあれか、接続しない人が、というのか、その上でも

ね、「町の恥ではないか」というようなことを、「ドブ川あるのは町の

恥ではないか」ということを住民の方おっしゃっているんですよ。だか
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ら、アンケートのこういう誤字があるということは、まさしく町の恥や

と、十分気をつけてもらいたいと、そのように思います。 

 

以後気をつけて、よろしくお願いします。 

他に何かございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようでしたら、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、（３）平成２３年度町税収納状況について、理事者の報告を求

めます。 加藤税務課長。 

 

それでは、各課報告事項（３）平成２３年度の町税の収納状況につい

て、ご報告を申しあげます。資料４をご覧いただけますでしょうか。 

こちらの資料につきましては、上段の表に平成２３年度の町税の収納

状況を、下段の表に参考といたしまして、過去５か年の収納状況をあら

わしています。最初に、上段の表の一番下、合計欄の計の行をご覧いた

だけますでしょうか。 

平成２３年度の町民税をはじめといたします町税につきましては、予

算現額が２８億７，７００万円に対しまして、調定額が３０億８１５万

７，９７８円で、前年度の調定額３０億２，８６９万７，７２５円と比

較いたしまして、約０．７％、２，０５３万９，７４７円の減尐となっ

ております。 

これは、現年度課税の調定額ベースで、固定資産税・都市計画税では、

大規模店舗の出店等により、約９８０万円の増加、たばこ税では、販売

本数は減尐いたしましたものの、税率の引上げにより、約１，７３０万

円増加したものの、現下の厳しい社会経済情勢の影響を受けまして、景

気の動向の影響を受けやすい、個人町民税で約４，１８０万円、法人町

民税で約２６０万円の減尐によるものでございます。 

次に、収納額につきましては２８億７，２５８万６，０７３円で、前

年度の収納額２８億９，１９４万３，１６３円と比較いたしまして、約
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０．７％、１，９３５万７，０９０円の減尐となっており、調定額の減

尐が、ほぼそのまま収納額の減尐につながっております。 

次に、調定額に対する収納率でございます。現年分が９８．５％、前

年度から０．１ポイントの上昇、滞納分は２６．０％、前年度から３．

５ポイントの減尐、全体では９５．５％、前年度と同じ収納率となって

おります。 

次に、税目別の内容についてご説明を申しあげます。上段の表の一番

上からになります。 

はじめに、町民税の収納状況についてであります。個人町民税の現年

分につきましては、調定額が１３億４，２８５万５，０２３円、収納額

が１３億２，７２１万６９８円で、収納率は９８．８％となっておりま

す。個人町民税の滞納分につきましては、調定額が４，７７１万９，１

０６円、収納額は１，３９３万４，２０２円、収納率は２９．２％とな

っております。法人町民税の現年分につきましては、調定額が６，８６

３万８，８００円、収納額が６，８４３万８，８００円で、収納率は９

９．７％となっております。滞納分につきましては、調定額が１０１万

６，０２４円、収納額が５２万８，５２４円、収納率は５２％となって

おります。 

町民税全体では、調定額が１４億６，０２２万８，９５３円、収納額

が１４億１，０１１万２，２２４円となっております。収納率は９６．

６％で、前年度の収納率９６．３％と比較いたしまして、０．３ポイン

ト上昇しております。 

次に、固定資産税の収納状況についてでございます。現年分につきま

しては、調定額が１１億６，８６０万１，７００円、収納額が１１億４，

４４９万７，４４５円で、収納率は９７．９％となっております。滞納

分は、調定額が６，６３０万７，３２８円、収納額が１，５２９万７，

９５３円、収納率は２３．１％となっております。また、国が所有する

固定資産について、所在する市町村に対して交付されます交付金は、調

定額、収納額ともに、５９万４，８００円となっております。 

固定資産税全体では、調定額が１２億３，５５０万３，８２８円、収

納額が１１億６，０３９万１９８円となっております。収納率は９３．
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９％で、前年度の収納率９４．３％と比較いたしまして、０．４ポイン

ト減尐しております。 

次に、軽自動車税の収納状況についてでございます。現年分につきま

しては、調定額が３，７００万２，４００円、収納額が３，６０５万３，

３２９円、収納率は９７．４％となっております。滞納分は、調定額が

２０７万７，２３１円、収納額が８８万２，８４８円、収納率は４２．

５％となっております。軽自動車税全体では、調定額が３，９０７万９，

６３１円、収納額は３，６９３万６，１７７円となっております。 

収納率は９４．５％で、前年度の収納率９３．３％と比較いたしまし

て、１．２ポイント上昇しております。 

次に、たばこ税の収納状況についてでございます。調定額、収納額と

もに１億３，９０１万５，３９２円となっております。 

次に、都市計画税の収納状況についてでございます。 

現年分につきましては、調定額が１億２，７０８万８００円、収納額

が１億２，４４５万９，５５８円、収納率は９７．９％となっておりま

す。滞納分につきましては、調定額が７２４万９，３７４円、収納額が

１６７万２，５２４円、収納率は２３．１％となっております。 

都市計画税全体では、調定額が１億３，４３３万１７４円、収納額が

１億２，６１３万２，０８２円となっております。収納率は９３．９％

で、前年度の収納率９４．３％と比較いたしまして、０．４ポイント減

尐しております。 

最後に、平成２４年５月３１日現在の滞納累積額の状況でございます

が、今の表の合計欄の計の右から４つ目、調定額に対する収納残額のと

ころをご覧いただけますでしょうか。 

平成２４年５月３１日現在の滞納累積額は１億２，４６９万６，３７

９円となっております。下段の表の、平成２２年度の決算の繰越滞納額

１億２，６４９万 ２０３円と比較いたしまして、１７９万３，８２４

円、約１．４％の減尐、５年前の平成１８年度決算の繰越滞納額と比較

をいたしますと当時の滞納繰越額が１億８，３３１万６，０７９円とな

っておりまして、５，８６１万９，７００円、３２．０％の減尐となっ

ています。 
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辻委員 

 

 

 

 

以上が、平成２３年度の町税収納状況の概要でございますが、現下の

厳しい社会経済情勢の影響により、町税を取り巻く環境は、大変厳しい

ものとなっております。 

今後とも、法に基づきまして、厳正かつ公正な取組みを進めてまいり

たいと考えておりますので、よろしくご理解の程お願い申しあげます。 

以上、平成２３年度町税収納状況についてのご報告とさせていただき

ます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、意見があればお受けいたします。 

ございませんか。 辻委員。 

 

直接収納状況には影響は、ちょっと離れるかなと思いますねんけど。

軽自動車税でよく新聞見てますと、プレミアナンバーというのが、よう

どこどこのイメージしたナンバープレート発行してというような、付き

のナンバープレートというのがよく新聞に載ってますけども。ええとか

どうかちょっとわかりませんけども。なんかメリットがあるのかどうか、

またその辺調査されたんかどうか。 

 

 いわゆるご当地ナンバーということだと思います。近隣では大和郡山

市のほうで、金魚をモチーフにしたナンバープレートを作成されており

ます。斑鳩町のほうでもそういったことについて、研究のほうもさせて

いただいたこともございます。地域経済の波及効果ですとか、ＰＲを主

にされているところでございますが、現在のところ町のほうでは、作成

という具体的な内容については至っていないという状況でございますの

でご理解いただきますようお願いします。 

 

 良かったらしてほしいかなというのもあるけど、これ全部しようと思

ったらなかなか難しい、ナンバープレート交換いう難しい問題もありま

すけども、よそもいっぺん、他にもいろいろあったと思いますけども、

その辺もちょっと勉強してほしいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 
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税務課長 

 

 

 

 ほかにございませんか。 木澤委員。 

 

 １点ちょっとお尋ねしたいんですけども。還付未済額で、個人町民税

の現年分と、軽自動車税の滞納分で出てるんですけど、これはどういっ

た内容ですか。 

 

 個人町民税の現年分で６１円、こちらにつきましては、現年分につき

ましては、５月３１日が出納閉鎖の期限になりますけども、個人様の口

座の届出、振込先ですね、そちらのほうのご連絡をいただいたのが、５

月２８日になっておりまして、实際還付手続きがもう５月末を過ぎます

ので、一旦こちらのほうで未済という形で取り扱いをさせていたただい

て、６月に既に還付をさせていただきました。あともう１点の滞納分に

つきましては、こちらのほうが滞納分につきましては、３月末が出納閉

鎖の時期になってございます。こちらの２千円につきましては、３月２

６日に重複納付されたものでございますので、その期限内に返すことが

できませんでした。こちらにつきましてもすでに還付手続きを終了させ

ていただいております。以上です。 

 

よろしいですか。ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようでしたら、私ちょっと教えてほしいんですけども。この固定

資産税と都市計画税の対調定収納率これ全部同じ数字になって、こうな

ってますが、あれはもう合算の金額というか、納付書が１枚だから、こ

ういうふうな形になっているわけですかな、確か。 

     

委員長おっしゃるとおり、固定資産税と都市計画税につきましては一

緒に納税通知を送付させていただいております。その中で、それぞれの

税額の按分、固定資産税と都市計画税の按分率によりまして、この収納
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額のほうにつきましても、同じ按分率で収納させていただいています。

ですので同じ収納率になるということでございます。 

 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、質疑を終結いたします。 

次に、（４）斑鳩町立図書館の予約・リクエストについて、理事者の

報告を求めます。 佃田生涯学習課長。 

 

斑鳩町立図書館の予約・リクエストにつきましてご報告させていただ

きます。町立図書館の町外在住者からのリクエストにつきましては、以

前から当町のみが实施していることに対しまして、いかがなものかとい

うご意見を当総務委員会でもいただいており、斑鳩町立図書館協議会の

ご意見を伺うなど、種々検討を行ってきたところでございます。 

まず、昨年の１２月１９日及び今年の４月２０日に開催の斑鳩町立図

書館協議会でご意見を伺ったところ、委員全員の方から町立図書館であ

ることから町内を優先すべきではないか。また予約につきましても人気

のある本については、予約をしてもかなりの日数を待たなければならな

いことがあり、図書資料の利用が増加する中、町民の方々がこの制度を

利用しやすくするため、リクエスト及び予約については町内の在住者や

在勤者、在学者に限定すべきではないかとのご意見をいただきました。 

そして、５月１０日に、その斑鳩町立図書館協議会のご意見を教育委

員会に報告を行い、教育委員会としてもご協議していただきましたとこ

ろ、斑鳩町立図書館協議会のご意見を了としていただいたことから、予

約・リクエストにつきましては、町内に在住、在勤、在学するもののみ

とすることといたしました。 

開始時期につきましては、町外の利用者への周知期間を考慮し、９月

から实施する予定で事務を進めたいと考えております。 

以上をもちまして、斑鳩町立図書館の予約・リクエストにかかります
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委員長 

 

 

坂口委員 

今後の運用についてのご報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、意見があればお受けいたします。 

 

（ な  し ） 

 

ないようでしたら、これをもって、質疑を終結いたします。 

次に、（５）斑鳩町立町民プールの開館について、理事者の報告を求

めます。 佃田生涯学習課長。 

 

斑鳩町立町民プール開館につきまして報告させていただきます。 

本年も、来月、７月１日から８月３１日までの２か月間、町民プール

を開館いたします。開館にあたりまして、この６月２１日と２２日に清

掃作業及び排水口の安全点検を行う予定であります。 

また６月２６日には、西和消防署のご協力により、委託業者全員を対

象とした、ＡＥＤの使用方法なども含めた普通救命救急講習を行います。

先月の２５日には、スポーツ施設等安全管理講習会に担当者を派遣いた

しまして、プール施設の管理体制についての講習を受講させております。 

また、開館いたしましてからも、日常点検といたしまして、排水口の

安全点検、ボルトなどのゆるみなどがないかなどや水質検査なども適宜

行い、住民の方々に安心して利用していただけるよう努めてまいります。 

７月２９日（日）には２５ｍ・５０ｍ・１００ｍの記録会やスイミン

グウォークなどを行うスイミングフェスティバルを開催いたします。 

また総合型地域スポーツクラブ元気クラブいかるがによる小学生を対

象にした水泳教室の開催についても予定をしているところでございます。 

以上、町民プールの開館につきましての報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑、ご意見があればお受けいたします。 

坂口委員。 

 

町民プールまた開館していただけるということなんですけども、毎回
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言わせてもらっていることなんですけど、見学の、保護者ですね、子ど

もさんに対する保護者の入場料についてなんですけども、有料になって

いるんですけど、減額するとか、無料にするとか、その辺のことは今回

もないんですかね。 

 

申し訳ございませんねんけども、保護者におかれましても、子どもさ

んと一緒にプールに入っていただき、水の事故の防止や安全な遊泳とい

うものを教えていただき、かつ親子のコミュニケーションを図っていた

だくということで、一緒にプールに入っていただきたいという趣旨で、

やはり減額につきましては、今のところ考えておらないというところで

ございます。 

 

その趣旨はよくわかるんですけれども、一緒に入れないという父兄の

方、またおじいさん、おばあさんにお願いしている家庭もあると思いま

すし、今後、またそのへん検討していただけるようにお願いしておきま

す。 

 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ちょっとお聞きしたいんですけどもね。水泳大会７月２９日、あれ水

泳大会毎年どれぐらい参加してるんですか。实は私、学生のときアルバ

イトさせてもらっていたときね、２種目ほどちょっと出てくれるかって

いって言われて、私１人泳いだ記憶ありますねん。なんかもうそんなよ

うな状況でしてんけど、今はどないなってまんねやろ。 

 

２３年度の实績につきましては１４人、平成２２年度は２４人、２１

年度は雤天のため開催中止、平成２０年度は２３人ということでござい

ます。 
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あのね、結局種目が何種目もあって、トータルでこの人数ですねやろ。

確か私の種目誰もいはらへんので、ちょっと泳いでくれと、記録表くれ

はりましたけど、实際どうですねやろ。 清水教育長。 

 

今、課長のほうから参加人数の報告があったわけでございますけども、

決して多いとは考えておりません。私も去年見させてもらったら何種目

も出ていただいている方もおりましたし、中には空いているから出えへ

んかということで、声をかけに行ったような例もございました。これに

つきましては、今後、種目限定するなりですね、縮小するのか、それと

も、一番いいのはより多くの方に参加していただくことですんで、その

辺のことも総合的に考えながら实施してまいりたいと思います。委員さ

んの方からもっと宣伝していただいたらありがたいというふうに思いま

すんで、ご協力またよろしくお願いいたします。 

 

小城町長。 

 

これと別に、私も去年見に行ったんですけども、結局、体育協会が主

催されるわけですね。体協が主催されるということは、その限定をされ

てくるわけです。だから出てくれと、頼みに行かんと来てくれない。こ

ういう関係、体育協会も、以前の宇治会長あたりからですね、各クラブ

チームが大会をするわけです、体育協会主催で。私は何も別に尐年野球

やったら尐年野球でももうチームは１チームあるんですから、それをあ

えて何チームかに別れてするということよりも、やっぱり何かを工夫し

ていかんと、もうこれ見てたら毎週か、１月に２回ぐらいはこういう催

しやってます、こないだも尐林寺拳法の催しをされたんですけども、や

っぱり体育協会そのものが、ほんまに自分らが率先してやってくれるん

やったらいいんですけども、結局もう今役員さんそのものというのか、

体育協会そのものの人数が揃いませんからですね。この辺はやっぱり十

分考えていかんと、やっぱりその辺、なんでもかんでも前のものを踏襲

していったらいいことでは私はならない。私もよう体育館にも行きます

けども、こないだも尐林寺拳法、たまたま９時から軽スポーツもあった
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んですけども。この軽スポーツも生駒郡町村杯ということでやっており

ますけども、これもいっぺん考えんといかんなということで、あれは何

かというと、ここにインディアカという競技が、全国スポレクがあって、

その軽スポーツでインディアカやったことなんです。あれは三郷と斑鳩

と両方でやったんです。インディアカ、ソフトテニス、バウンドテニス、

それから４種目ほどあるんですけども、こないだもソフトテニスを斑鳩

でいつも、毎年やるんですけども、安堵町は出席してませんし、そうい

うことを考えたら、ちょっとやっぱりそういう点についても考えていか

ないかんなと。ちょうど、こういう時期的に考え直すことが一番大事か

なと。体育協会にもそういう旨を申しあげてですね、もう毎年やってい

るよってにということになってたら、やっぱりせっかく町民プールも皆

さん方その２９日楽しみにしてるやつがですね、今年は２９日は体育協

会が主催で、プールは使えませんよということになってしまいますから、

そこらのことも十分に考えていっぺん教育委員会とも十分に相談しなが

ら、進めていきたいと思っております。 

 

その辺工夫をもって、ひとつよろしくお願いします。 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようでしたら、これをもって質疑を終結いたします。 

他に理事者の方からなにか報告しておくことはございませんか。 

黒﨑総務課長。 

 

 総務課のほうから３点ばかり報告事項がございます。 

 １点目でございますけれども、職員採用試験の实施についてでござい

ます。来年、平成２５年４月１日採用の職員採用試験を本年９月１６日

（日）に实施する予定であります。 

募集する職種及び人数は、一般事務職、土木技術職、保健師、そして、

また障害者の雇用の促進等に関する法律の規定により、一般事務職で身
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体障害者をそれぞれ若干名募集する予定でございます。 

なお、職員採用試験の实施につきましては７月号の広報いかるが及び

町ホームページで募集記事を掲載する予定でございます。 

以上、職員採用試験の实施についてのご報告とさせていただきます。 

続きまして２点目の報告でございますが、自主防災組織の設立の啓発

の講演会及び説明会のご報告でございます。 

近年、大地震や集中豪雤など自然災害が頻発する中で、地域住民が協

力して、「自分たちのまちは、自分たちで守る」ために、自助・共助を

キーワードとした自主防災組織の必要性が高まっているということから、

斑鳩町においても、自治会や地域において自主防災組織の設立を促進す

るため、防災アドバイザーとして、实践的防災・危機管理対策の第一人

者といわれております、防災システム研究所 所長 山村武彦氏を講師

にお招きし、講演会を開催し、自主防災組織の意識啓発を図るとともに、

町の担当者から組織設立に向けて説明を行いたいと考えております。 

開催日時でございますが、平成２４年７月２１日（土）午前１０時～

１１時３０分と午後１時から午後２時３０分の２回の講演を行いたいと

考えております。そして、開催場所は、斑鳩町中央公民館大ホールを予

定しております。 

以上、自主防災組織設立啓発講演会及び説明会の開催についてのご報

告でございます。 

３点目でございますが、平成２４年６月２日（土）に斑鳩町稲葉車瀬

集落の南方で発生した突風、竜巻についてのご報告でございます。 

平成２４年６月２日（土）午後３時４０分ごろ、斑鳩町稲葉車瀬集落

の南方で突風が発生いたしました。この突風は、６月４日（月）に奈良

地方気象台が現地調査を行い、竜巻として推定がされました。この突風

の強さは、藤田スケールというのがありまして、Ｆゼロと推定されてお

り、６段階の風速スケールで最小の段階であると認定がされております。 

この竜巻、突風は、集落の南側で発生し、集落の南側をかする形で通

り過ぎた様子でございました。主な被害状況は、住家の瓦が数枚めくれ

るという被害が２件、アンテナが折れるという被害が１件、倉庫の屋根

の一部が破損するという被害が３件、果樹園の防鳥網やビニールハウス
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のビニールが巻き上げられ、電柱に巻きつくという被害などが発生いた

しました。発生後には、警察、消防、関西電力、役場職員が現場に出動

し、飛散物等の除去作業及び損傷状況の確認を行いました。なお、幸い

にも人的な被害はございませんでした。 

以上、平成２４年６月２日（土）に斑鳩町稲葉車瀬南方で発生いたし

ました竜巻についてのご報告とさせていただきます。 

以上でございます。 

 

 今の報告について、質疑、ご意見があればお受けいたします。 

 木澤委員。 

 

 職員採用試験のことについてお尋ねしたいんですけども。今、職員適

正化計画を超えて、職員が減ってきているということで、町のほうも意

識をもって採用を多めにとっていただいていると思うんですけれども、

去年も多めにとっていただいても、それ以上に退職者が出てしまってい

るという状況のなかで、今年度について、試験がありますのでね、その

基準をクリアしないとだめですけども、その多めにとっていこうという

考え方をお持ちなのかどうか、そのへん確認しておきたいと思います。 

 

 おっしゃったとおり、昨年度の職員採用試験の合格の決定後にも新規

採用者から辞退者が１人でております。昨年度に退職した職員が、一般

事務職で３名ございます。そしてまた、今年度末に定年退職とか、そし

て、また早期の退職希望者の数もございます。このようなもので、来年

度の業務量等により職員の増員の必要なところもございますので、そう

いったところも総合的に勘案しまして、採用人数を決定してまいりたい

というふうに考えております。 

 

 今やっぱり、だんだん職員さんが減る中で、一人ひとりの職員さんに

かかる負担もものすごく大きくなってきていますし、どんどん減ってい

けば、住民サービスの低下にもつながっていくことにもなりかねないの

で、できるだけ充实をするという方向でお願いをしておきたいというの
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と、それと報告の中で、保育士の募集というのがなかったかと思うんで

すけれども、保育士については、募集は考えておられないんですか。 

 

 小城町長。 

 

 保育士は２年連続で採用してまいったわけですけれども、今のところ

は、平成２５年度は採用しないということでございます。 

 

 昨年度で４名採用していただいて、元々指摘されていたのは、今、非

正規の保育士さんのほうが多くなっているんじゃないかということで、

そのバランスも考えてのことであったと思うんですけれども。保育園に

ついては、４月から、会議室改造して、新たに申込みいただいた方につ

いては対応していこうということで、配慮も行っていただいて、運営を

されていますけども、お聞きすると、せっかく来ていただいた保育士さ

ん、４月、５月にも辞められてしまっている状況もあるというなかで、

今後、充实をしていくというのであれば、それはやっぱり正規・非正規

の比率も考えながら、正規の保育士さんとして採用して充实をしていく

という考え方が必要になってくるかなというふうにも思うんです。今年

度考えていないということですけれども、今後も、やっぱり正規の職員

さんでなるべく充实をしていくということを基本に、職員採用について

は進めていっていただきたいと思いますので、要望しておきます。 

 

 この保育士の関係等については、今、国あるいはまたマスコミも言う

てますように、なかなか定着しないんですね。保育士そのものについて

は、私、３時間で結構やという限定をされるとか、そういう今、雇用の

関係については非常に難しくなってきていると。昔はもうそこに就職し

たら、必ずずっとそこでやっていくと、しかし今のそういう専門家とい

うのか、そういう方にとっても、なかなか、そこでずっといてるのがし

んどいんやという方が出て、うちもこれ２年間で採用しましたけれども、

やっぱり１名やめていったり、あるいは、臨時採用しても辞めていかれ

る方もありますし、４月来てても５月もうしんどいということでお辞め
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木澤委員 

になる方もありますし。そういう状況等を考えていかんなんのと、それ

と合わせて、やっぱり、今、保育所そのもののやっぱりニーズいうもの

が、非常に、まあ皆さん方が待機児童をなくすということになってしま

った。当時はやっぱり、斑鳩町でもやっぱり定員があったわけですから、

やっぱり、それをオーバーした場合は、定員をある程度抽選でもしてや

ってきたと。しかしもう今は、現状から考えたら、申し込まれたらやっ

ぱり取っていくとか、いろんなことでなってますからですね。そのへん

の建物のそのものの関係、構造とかも、そういうことを踏まえて、保育

所そのもの、あるいは保育士そのものの配置、あるいは、そういうもの

を十分考えなかったら、これからの対応というのは。今かて、この明日

までの期日ですけど、こども園等については今だめやということで、小

宮山厚生労働大臣は、まあ元に戻してもいいと、認定こども園というこ

とで今なっていますけれども、要は、それは補助金をもらうために、や

っぱり皆様方ができるだけ、国から、あるいは県からもらえるような体

制づくりをしてほしいと、いうことのなかでの問題だと思いますし、文

部科学省等あるいは厚労省との考え方いうのは、幼保一元化というのは

出てきたわけですから、そこらも十分考えていかなかったら。やっぱり、

今、子どもさんそのものの減っていく中で、今、斑鳩町の場合は、ある

程度、子どもさんが生まれてきていただいていますけれども、それをど

う捉えていくかということを、やっぱり十分検討しなかったら。やっぱ

り何でも、足らんから、そこへ場所作ったらそれでいいということには、

私はならないし、ある程度やっぱりそういうことも十分ご理解いただく

なかで、やっぱり委員会等、あるいは議会でもそういう点についてはお

示しをせんとですね、もし万が一、事故が起こったら、それはやっぱり、

必ず行政は必ず言われますから。そこらの点は、こういうことで十分や

ったけれども、皆さん方のためにやったけれども、こういうことはやっ

ぱり行き過ぎやぞということになってしまったら、これ何ぼええことし

ていても、ありますから、そのへんのこともやっぱり十分議会と、相談

申しあげて、やっていきたいと思っております。 

 

保育所の運営にかかわっては、厚生常任委員会の担当になりますので、
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町長も、一般質問等の答弁で、保育所の運営については、十分配慮して

いただいているという状況もこちらも理解をしていますので、今後も充

实に向けてお願いをしておきます。 

 

 よろしいですか。他にございませんか。 辻委員。 

 

自主防災組織の関係で説明会あるということですけども、今、自主防

災組織、各自治会で組織されていますけれども、器具とか買うのは、補

助金が出ますけれども、例えば器具の修理となったら、これ補助金対象

にならないということで、なってますの。そのへんちょっと。 

 

斑鳩町の消防施設整備事業等補助金交付要綱でございます。そのなか

で、例えば、自衛消防団がポンプを買うといった場合は、維持管理費と

して毎年一定の金額の補助を差し上げているところでございます。で、

おっしゃっている格納箱の、そういったものでございますが。 

 

 修理言うてはりますねん。 

 

修理についての、それについてございません。 

 

例えば、格納庫の修理ってなかなか難しいですけれども、ポンプ、可

搬式のポンプとかの、またこれ古いとこ組織とか修理とかまわってくる

と思います。多分ああいうポンプの修理いうたら高い、金額的にも高い、

高額な金額、買い換えたほうがいいのか、修理したほうがいいのか、い

う判断もありますけれども。今後、そのへんの自主的に自警団されてい

るところの意見も聞きながら、せっかくこういうふうに説明会しはって、

そのへんも意見を聞くのがいいのかどうかわからへんけれども、そうい

うのやっぱり修理とかまわってきた場合、無理やり使ってはるとこもあ

ると思いますけれども、そのへんも含めて、うまく連携できるように、

やっぱり修理費がないというようななりますと、全部自警団で賄う、自

治会で賄うというようななりますので、そのへんも調査・研究をしてほ
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しいということで、これは要望だけで結構ですので、答弁ちょっと。 

 

西本総務部長。 

 

自主防災組織につきましては、毎年５万円の補助金を出させていただ

いております。そうしたなかで、消耗品等について使っていただいてる

と理解しております。今おっしゃいましたように、可搬式ポンプの修理

については高くつくということもありますし、またその部分も検討して

まいりたいと思いますが、今は、自主防災組織の補助金で対応をしてい

ただけたらと、このように思っておるところでございます。 

 

５万円もらっていますから、今うちの組織でしたら、例えば、格納庫

のペンキ塗りとか、かなりこう古くなって、やっぱりペンキも塗ってい

かんなあかんし。そのへんも、維持管理もいりますけど、そのへんも、

今後十分、まあ５万円高いか安いかは別として、それはそれで。あと今

後、ちょっと金額的に張るような修理とかあれば、もたそのへんも、今

後研究をしていただきたいということで要望させていただきます。 

 

 他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

 ちょっと私から、今の質問、すいません。今、自主防災組織の設立の

講演会開催、これは今現在の自警団とかそのあたりに、まあ言えば案内

してはんのか、それとも、今もうやってはる、これからいくとやっては

れんところに積極的に案内してんのか、ちょっとそれだけお聞きしたい

ですが。 黒﨑総務課長。 

 

 町内全域に対して周知を図るために、町の広報紙、６月号のお知らせ

版のほうの広報紙のほうで啓発、そして、ホームページにおいて啓発を

図るとともに、自治会とか、その各種防災関係の団体ですね、消防団と
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か、自衛消防団、そして生活安全推進協議会等の、そういった団体には、

団体の長に文書をもってご案内をするということで考えております。 

 

 これ大事なのはね、やっぱり、これ、やってくれはらへんところに、

やってもらおうというような事業やと思いますねん。先生呼んで、こう

してくれはんねんから。それを、うまいこと、やってくれはらへんとこ

ろに、まあ言うたら来てもらえるような、ちょっと考えてやっていただ

いたらと思いますわ。 

他のご報告、何かありまっか。 西川教委総務課長。 

 

 教育委員会総務課のほうから２点報告させていただきます。 

まず１点目でございます。斑鳩南中学校のダッグアウト及び斑鳩東幼

稚園プールの完成につきまして報告させていただきます。 

今年度、予定しております工事のうち、斑鳩南中学校ダッグアウト設

置及び斑鳩東幼稚園プール改修工事が完成いたしました。 

斑鳩南中学校ダッグアウト設置工事につきましては、５月３１日に完

成いたしましたことから、６月１日に議長、総務常任委員長にもご出席

いただきまして、南中学校の野球部員をはじめ、他の運動部員の方々に

も来ていただきまして、ご披露をさせていただきました。 

また、東幼稚園プール改修工事につきましては、この６月５日に完成

いたしましたことから、６月１８日に議長様はじめ、総務常任委員長、

園児のみんな、ＰＴＡ役員の方々を招きまして、披露式を行う予定をし

ております。以上、報告させていただきます。 

次にもう１点でございます。学校給食におきまして、異物混入がござ

いました。この異物混入につきましては２件ございましたので、報告さ

せていただきます。 

まず、斑鳩中学校で６月１１日の給食のコッペパンに３ｍｍぐらいの

幼虫と思われる異物がありました。また、斑鳩南中学校で６月１２日に

すいとん汁に３ｍｍぐらいの幼虫と思われる異物が、それぞれ生徒が食

べる前に気付きまして、発見されました。 

コッペパンにつきましては、納入業者の工場でのパンの製造段階で混
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入しておりまして、原因としましては小麦粉倉庫の消毒等が不十分であ

ったと思われます。そういうことから、製造業者に対しまして徹底した

衛生管理の实施を行うよう注意、また指導いたしました。 

また、すいとん汁につきましては、材料のねぎ、また大根、にんじん、

白菜と多くの野菜が入っておったわけでございますが、そこに付着した

と考えられますことから、給食委託業者に野菜などの洗浄の徹底を注意

し指導しております。以上、報告させていただきます。 

 

 今の報告に対して、何かご意見ありますか。 小野委員。 

 

 給食に異物が入っていたということで、私もＰＴＡの会長をしている

ときに、斑鳩小学校だって、いろんな問題あったんですがね。今、課長

からの報告やったら、今後気をつけろというだけやと思うんですけれど

もね。やはり、このことは、子どもに与える影響いうたら、すごいもの

だと思うんですよ。当時、私が会長していたときには、ホウレンソウに、

輸入のホウレンソウに異物があって、ポタージュスープか何かしたとき

それが浮いてきたと。またその斑鳩小学校での、学年によったら大丈夫

やいうて、飲んで帰って、親に、こういうものがあって難儀したという

ようなこともあってね、大きな問題になったんですね。その納入業者に

対して、その注意するだけでは、私は不十分じゃないかなと思うんです

が、これは学校給食委員会で判断されることだと思いますがね、議会と

して、また教育委員会としてもね、やはり、当時の教育委員会と大分や

りあって、これらについては、ちょっと十分に検討してもらいたいけど、

どうなんですかね。 

 

小城町長。 

 

 小野委員のご指摘のとおりでございます。そういう点については、給

食等十分報告さして、そういう原因の究明、あるいは、そういう点につ

いては、十分と今後、給食に残さないという措置をしてまいりたいと思

っております。 
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 暫時休憩します。 

 

  （ 午前１０時２５分 休憩 ） 

  （ 午前１０時２８分 再開 ） 

 

 再会します。１０時５０分まで休憩します。 

 

（ 午前１０時２８分 休憩 ） 

 （ 午前１０時５０分 再開 ） 

 

 再会します。総務課長が火災のため、欠席されておるということでご

報告を受けております。 

今の火災のことで、ちょっと総務部長から話があるということで、報

告よろしくお願いいたします。 西本総務部長。 

 

 ただ今、発生いたしました建物火災についてでございます。本日午前

１０時１９分に建物火災のほうが発生、通報がございました。現場は、

法隆寺南２丁目１の５３、豊田貞夫様宅でございます。で、西和消防無

線では、魚焼き器のコンロより出火ということで、１０時３１分に鎮火

をしたということで、けが人もなしという無線の傍受をいたしました。

以上が、今わかっておる火災の内容でございます。 

 

 今の火災については、何もございませんね。 

先ほどの異物の件で、給食の、何かございましたら。 

 

 （ な  し ） 

 

 他に、理事者のほうから報告しておくようなことはありますか。ござ

いませんか。 
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  （ な  し ） 

 

なければ、各課報告事項については、以上で終わります。 

次に、４．その他について、各委員から質疑、意見等があればお受け

いたします。小野委員。 

 

 先ほど、町民プールの報告のなかでも町長がちょっと触れられていま

したけれどもね。先日、体育協会が主催して、尐林寺拳法の斑鳩道院の

皆さんがいろいろ護身術教室を開いておられて、私もちょっと覗きにい

かしてもらいました。体育協会の方もいろいろだぶってる、町長もまた

ちょっと忙しいということで退席されたんですがね。私は、見ていて、

どうも尐林寺拳法の皆さんとその家族だけが参加しているような印象を

受けたんですがね。これは、やっぱり一般の方、特に小学校の低学年の

子どもさんとか、お持ちのお母さん方も、ぜひともやはり見学して一緒

に体験してもらえたら、いざというときにやはり役立つんじゃないかな

と。私たちも一緒に体動かしたかったけれども、ちょっと腰痛もあった

から、何もしないでちょっと見てただけなんですがね。で、尐林寺拳法

の家族の方だけやったように見ているから、これらは体育協会がもう尐

しＰＲもして、あの会場を満員にするぐらいの、それぐらいの努力が必

要ではないかと思うんですがね。体育協会に対しての担当の課というこ

と、ちょっとどこかわからんけどね、教育委員会のなかにあるんかなと

思つたりもするんですけれども、それらの行事について、体育協会にも

う尐し指導してもらえるというか、相談してもらえる、また教育委員会

も、例えばそういう行事に対してもっとＰＲ、いっしょになってやって

もらいたいなと、そのように思うんですが、それらについて、ちょっと

感想をお聞かせ願いたいんですが。 

 

 清水教育長。 

 

 今、尐林寺拳法のことお話されております。で、他の、尐林寺拳法の
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みならず、他の競技等々におきましても、どうしても競技をやっておら

れる方々、それとその友人、あるいは家族の方々という形に限定されて

いるような大会が数多く見られるわけでありまして、それはそれで一方

から見ると仕方がないことかもわかりませんけれども、今、おっしゃっ

ているように、そういった拳法あるいは空手等々につきましては、その

護身術等々にも生かしていかれるという観点から見ると、それだけに、

尐林寺拳法だけではございませんけれども、もっと、そういったイベン

ト、大会をやっていくことにつきまして、広く周知をしていく方向につ

きまして、体協にもまたご相談、協議を、指導等してまいりたいという

ふうに考えております。 

 

教育長、確かに、尐林寺拳法をやって護身術を学んでいるんじゃなく

て、尐林寺拳法のなかで、そういう護身術的なことを、いろいろな指導

者が身をもって、こういう場合に来た場合はどうしようと、もうそれは

何も尐林寺拳法が必要なことじゃなくてね、その護身、いろいろな昨今、

いろいろ通り魔事件とかたくさんありますけどね、そういうときに対し

て、とっさのときのことをいろいろ尐林寺拳法の中で、警察官もどうも

おられるようなことなんですが、そこらで、とっさのときに、身をかわ

して逃げるという方法も、盛んにやっておられますのでね、それらは、

こういう護身術がある、護身術じゃなくて、護身の方法があるいうこと

で、その教室というんですか、その催しをやっておられたのでね、まあ

１年に１回やってるみたいですがね、来年はぜひとも教育長も見学にき

てもらって、そのＰＲ、子どもらに対するＰＲ、親に対するＰＲという

ことをしっかりとやってもらえたらね、私は、こんなこと言うたらおか

しいねんけれどもね、あの教室が尐林寺拳法の関係者だけで終わるのは、

何かもったいない、率直にそのように思っていますので、ぜひともまた

善処してもらいたいと。 

それから、続いて。地域交流館のことで、いろいろ調べてましたら、

２２年の１２月１６日に、地域交流館の、総務委員会でいろいろ議論っ

て言うんですか、説明されて、それに対して、委員から質問あるんです

がね、その中でちょっと気になったことがあるんですが、これ委員さん
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が、今の議長が、ちょっと意味分からないところもありますけれど、途

中までですけれど、「特に法隆寺地区というのはね、神輿を収納する場

所がちょっとない部分がだいぶありますのでね」とか、そういうことを

言っておられる。神輿と太鼓台とはちょっと別ですが、太鼓台のことを

言っておられるのかなと思うんですがね。そのとき、現在の教育長の総

務部長が、「そういった宗教的行事ということになりましたら、やはり、

政教分離の考え方もあるなかで難しいのかなと考えています」。これは

ね、１５、６年前に龍田のほうで、青年団の太鼓台をどうのこうのする

ときに、いろいろ議論されたことで、「宗教的にはそういうことはだめ

だ」という議員からの指摘で、あえてそういう答弁をされたと。宗教的

に類するものは収納させないというような、そういう政教分離というこ

とで。私はそのときに何も言わなかったんですよ。だけどね、この際、

はっきりしとかないかんことがあるんでね。あの地域にある太鼓台、あ

れは、宗教的な行事、祭りのときに、護衛として、神輿の護衛としてあ

ることはあるけど、宗教的なそういう行事はあることはあるんですよね。

だけど、５０周年のときも、今度、まあ今年、６５周年のときも、イベ

ントとして、この斑鳩小学校に太鼓台が全部集合してきます。だけど、

だから、私がいてる龍田東部の太鼓台の通信って何回か出してきて、こ

の地域へ配布しているんですがね。ちょうど、その中で、今度また会長

もかわったので、この会長がこれ挨拶の中で言っているように、「当会

は、龍田神社秋季大祭時の太鼓台の運行だけではなく、神社のしめ縄づ

くり、子ども夏祭り、龍田夏祭り及び美化活動等の活動も行っており、

今後も龍田地区の皆様に愛され、喜ばれるよう活動を行っています」。

それで、龍田地区には、龍田青年団の太鼓台とか、北部まつり实行委員

会のという、あと２台があるんです。あと２台言うたら失礼やな、こち

らのほうが先輩やからね。で、龍田青年団というのも３９年目を迎える

んです。それで、その会長が、あいさつの中で、団長ですかね、第３９

代団長と書いてますけど、「今年も各イベント、また町制６５周年ふる

さと秋まつりも控えております」、それから、「他の太鼓台の皆様方と

ともに、龍田地区の更なる飛躍をスローガンとし、このいにしえの都、

斑鳩より元気と希望を発信できたらと考えております」。北部まつり实
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行委員会の会長も、同じようなことを言うてますね。だからね、その太

鼓台が、これがあくまでもまちづくり、それから、まちおこしという形

で、地区の者がいろいろ購入した物もいるし、手作りで皆やっているも

のもいますのでね。宗教的行事というのは、祭りのときのお渡り、神輿

が、神輿いうのはそれは龍田神社にあるものですね、それがお渡りする

ときの護衛として参加しとるだけでね、神事そのものには参加していな

い。だから、私は、今までこういう答弁をしておられたのは、黙ってた

いうか、どうでもいいと思うんですけれども、この際、やっぱり地域交

流館という、コミュニティのそういう基点をこしらえるということで、

今こうして出発してこられてますのでね、この際、もう一度、太鼓台に

対する、各地区で所有してる太鼓台に対して、どのように考えていかれ

るのか、ちょっと考え方をお示し願いたいなと、そのように思います。 

 

小野委員のご質問のように、政教分離がどうかというよりも、この関

係、斑鳩町の祭り、そしてまた今、太鼓台の関係等についても、斑鳩町

文化財に指定しようということで、いろいろと文化財保護審査会等にも

諮っております。しかし、その確たるものがないということで、なかな

か登録はしていただけませんけれども。やっぱり、そういう当時は１０

月２１、２２日か、それが１０月１４、１５に祭りが変更されたような

んです。斑鳩神社からまあ言うたら、神さんが御旅所へこられるのが１

４、１５ですから、斑鳩神社の志村宮司は、とにかく１４、１５にして

ほしいねんということは申しておられますけれども。私は、何も別に政

教分離がどうかと言ったって、以前にも、昔は、共産党さんの野呂民平

さんが、「こういう祭りは大いに、三郷町もやってはんねんから、斑鳩

も盛大にやりなはれ」と言うて、名前は平和祭りでもええやないかとか

言うて、言うてはったことがあります。いずれにしましたかて、斑鳩の、

すべてこれ、皆さん方努力されて、先人の物を残してきているわけです

から、それを引き継いでいくなかで、やっぱり、そういう物を大切にす

ることも、ひとつの基本であると、大事であると。そういう点について

は、いろんな議論はありましたけれども、私はやっぱりそういう政教分

離にかかるというよりも、その物を大切に保存するためには、当然、や
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っぱり、そういうものは必要であろうと。そら最終的に、裁判なってど

うなるかは、それは未だわかりませんけれども。いずれにいたしまして

も、私は、弁護士等と相談をしながら、やっぱりそういう点については、

そらもう町特有の、地域の物であるものやから、それはそういうことで

も可能であろうというふうにはおっしゃっていただいておりますから。

そういう点について、今、小野委員がおっしゃるように、以前はそうい

うことのご質問があった中で、そういう答弁をしていますけれども、私

は何も政教分離には、私は、値しないということで思っておりますから

ね。大いに、やっぱり、斑鳩町のこういう祭りいうのは、これはもう年

に１回、秋祭りいうのは、これは必ず１０月の第２土、日ということに

決めておられるわけですから、それで、今度は１０月１３、１４日にひ

っかかってくるわけですけれども。これは、大いに、私はこういう物を

残して、ふるさとへ、昔はやっぱり皆さんふるさとへ戻ってくると。斑

鳩から出て行く方が斑鳩へ戻ってくると、昔はそういう光景があったん

ですけれども、最近はどうも、祭りあっても、あるいはそういう会式あ

っても、戻ってこないというのか、ほとんどもう、行く、行かないは別

にしたかてですね、だんだん減ってきているというとこにも、私はやっ

ぱり、斑鳩の、こんだけ立派な、聖徳太子がこの斑鳩の里に、法隆寺、

法起寺、法輪寺を建立されてですね、龍田川というやっぱり、昔のやっ

ぱりああいう川が、やっぱりあるなかの斑鳩の里いうのがありますから、

そういうものを大いに風潮するためには、当然、やっぱり、こういうも

のもひとつのイベントの参加というのか、そういうものにもやっぱりご

協力いただくということで、議会の皆様方も５年に１回したらどやとい

うことでこういう提案いただいて、この６５周年というのは、こういう

６０周年のときから５年経ってますから、ひとつ斑鳩小学校で町制５０

周年を祝っていただいたような、そういう感覚で、皆さんが大いに、そ

ういう祭りに参加いただくということにしてほしいと思っています。 

 

町長から前向きな意見もいただきました。行政というは、一旦こうい

うとこで、政教分離の考え方が難しいとかいうことを答弁したら、やっ

ぱりそれがずっと引いていくのは、これは仕方ないんですね。だから、
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この答弁がどうのこうの言うんじゃないんですがね。やはり、その政教

分離云々の議論をしたのが、ちょうど、私どもの東部太鼓台１５周年を

迎えたんですが、１５年、６年ほど前の話なんです。それから、やはり

１５年という歳月をして、今回、紹介してもらったような形でがんばっ

とるんで、考え方、太鼓台に対する、私から言わしたら偏見なんですよ

ね。あれは政教分離だから、政教分離の考え方から、行政が補助したり、

援助したり、どうのこうの、そこは、そのことは、協力したらだめなん

だというようなね。補助金をいただきたいとか、そんなんじゃ決してな

いんやけどね。やはり、触ったらだめやというような形を改めてもらい

たいと思いますので、今後、また、よろしくいろいろ協力したってもら

えたらありがたいなと。やっぱりあくまでも、自主的に、そういう村お

こし、まちおこしをやってますし、そのことはいろんなところで皆さん

ご存知やと思いますので、よろしくお願いいたしておきます。 

それで結構です。 

 

よろしいですか。他にございませんか、質疑。 木澤委員。 

 

１点ちょっと確認をさせてほしいんですけれども。３月の当初予算の

審議の中で、放射能の副読本の扱いについて質問があって、教育長のほ

うから、授業の中で使って教えていきたいというように答弁があったと

思うんです。だた、内容的に放射能のことを解説した本なんですけれど

も、原発事故のことについては全く触れられていなかったりとか、安全

ですよということだけが強調されているような感じで、そのことの内容

だけを教えるということだと、ちょっと不十分じゃないかなというよう

な思いをもっているところ、その三郷町のほうが、その副読本はやっぱ

り問題あるからということで使わないという決定をされたという話を聞

いたり、安堵町では配布しませんというような状況があるなかで、４月

に校園長会と、教育長会があったと思うんです。そのなかで、そうした

生駒郡としてどうするというような意見とか相談があったのかどうかと

いう点と、最終的に斑鳩町としてはどういうふうに取り扱っていくのか

という点、その２点について確認をさせていただきたいと思うんです。 
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西川教委総務課長。 

 

お尋ねの副読本につきましては、文科省が昨年の東日本大震災によっ

て福島第一原子力発電所で発生した事故により、放射線や放射性物質、

放射能に対する関心が高まっているなか、小学校・中学校における放射

線等に関する指導の一助とするため作成し、配布したものでございます。

郡内の教育長会や校長会で協議されたことがあるかというご質問ですが、

まず、郡の教育長会では、３月に開催されました郡教育長会で誤った認

識に基づいて、いじめ問題、また、風評被害が全国各地で起こっている

ことから、児童・生徒に放射線等について正しく理解させるために、こ

の副読本を活用する方向で話し合われました。また、郡の校長会では特

に協議したことはないというふうに聞いております。 

次に、当町での活用についてですが、福島第一原子力発電所の事故後、

大気や大地、また食品の放射能汚染が報じられておりまして、一人ひと

りが放射線等についての理解を深めることが大切であると考えておりま

す。このため、小学校・中学校の段階でも、児童・生徒の発達に応じわ

かりやすく理解させる必要があり、児童・生徒にも自ら考え、判断する

力を育成することが大切と考えております。このため、当町では４月１

２日に開催いたしました町の校園長会におきまして、この副読本を活用

して、先生方が児童・生徒に放射線・放射能について正しく、児童・生

徒に放理解させるよう指示したところでございます。 

 

元々、活用はしていきますと、斑鳩町も、教育委員会としての方針で

あるということは、私も認識はしているんですけど。私も中身を読ませ

ていただきまして、放射能は、中身でいうと、自然にあるもので、決し

て恐いものではないですよというような内容が書かれているんですけれ

ども、必要以上に恐れないようにという趣旨で書かれたものかなと思う

んですけれども、ただ、やっぱり、先ほど言いましたけど、原発事故が

あったこととか、放射能の危険性について触れられていなかったんです

ね。ですんで、正しく理解をしていこうと思うと、あの内容のみで教え
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ると、ちょっとやっぱり偏ってしまうかなというふうに思いますので、

その点について、今起こっている事实なんかも踏まえて、一緒に教えて

いっていただくという形がとられるのが望ましいかなと思うんですが、

その点についてはいかがでしょうか。 

 

清水教育長。 

 

私も、当然のことながら、小学校・中学校の副読本読ませていただい

て、目を通させていただきました。で、郡内の、先ほど課長からも申し

あげましたけれども、郡内の教育長会でも、これはやっぱり正しく理解

させるためには、絶好の副読本だということから、利用していこうとい

うことで話があったということで。今、危険性については全く触れてな

いこととかっておっしゃっていましたけれども、決してそういう、いろ

んな見方はございますので、人それぞれの感じ方はありましょうが、そ

うした内容で偏っているということではないのかなと、私自身はそうい

うふうに判断させてもらっています。で、当然、福島の原発事故等々に

ついても、合わせて説明をしていく、学校の中で、そういったことを合

わせて説明していくということで、学校の校長を通じて指導していると

ころでございます。 

 

 よろしいですか。ほかに、質疑ございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

それでは、継続審査案件につきまして、お諮りいたします。 

お手元に配布しております閉会中の継続審査申出書のとおり、当委員

会として引き続き調査を要するものとして、このように決定することに

ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 



 - 44 - 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

異議なしと認めます。 

議長におかれましては、継続審査の手続きをとっていただきますよう

よろしくお取り計らいをお願いいたします。 

その他についても、これをもって終了いたします。 

以上をもって、本日の案件についてはすべて終了いたしました。 

なお、本日の委員会報告のまとめについては、正副委員長にご一任い

ただきたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、閉会にあたり町長のご挨拶をお受けいたします。 

 

 （ 町長挨拶 ） 

 

これをもって総務常任委員会を閉会いたします。 

ご苦労さまでした。 

                  （ 午前１１時１４分 閉会 ） 

 


